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□転入  336 人　□転出  434 人
□出生    27 人　□死亡    56 人

　令和 6 年 3 月末現在
　（　）は前年同月との比較

■人口　55,021 人（ － 495）
　〔うち外国人 766 人〕
　　男　26,084 人  （ － 176）
　　女　28,996 人  （ － 319）
■世帯数　27,749 世帯（+183）

　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
長
い
歴
史
の
中

で
の
大
き
な
出
来
事
は
次
の
通
り
で
す
。

　
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
に
改
称

　
前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、明
治
十
八
年

（
１
８
８
５
年
）に
前
身
の「
筑
前
国
豊
前

国
石
炭
坑
業
組
合
」の
発
足
後
に
名
称
変

更
と
組
織
編
成
の
変
更
を
経
て
明
治
二
六
年

（
１
８
９
３
年
）に「
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
」

と
改
称
し
ま
し
た
。

　
直
方
会
議
所
の
竣
工

　
明
治
四
三
年（
１
９
１
０
年
）に「
直
方
会

議
所
」が
竣
工
し
ま
し
た
。現
在
の
直
方
市

石
炭
記
念
館
本
館
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
組
合
の
会
議
所
は
石
炭
積
出

港
の
若
松
市
に
あ
っ
た
組
合
事
務
所
な
ど
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、既
に
鉄
道
が
開

通
し
て
い
た
と
は
い
え
、筑
豊
地
区
の
炭
鉱

経
営
者
が
定
期
的
に
会
合
す
る
に
は
遠
い
た

め
に
交
通
の
便
が
良
い
直
方
町
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
関
係
で
現

存
す
る
唯一の
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　
筑
豊
鉱
山
学
校
の
設
立

　
大
正
八
年（
１
９
１
９
年
）、鞍
手
郡
頓
野

村
に
組
合
が
経
営
す
る
私
立
学
校
と
し
て

筑
豊
鉱
山
学
校
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

筑
豊
の
炭
鉱
に
中
堅
技
術
者
を
供
給
す

る
の
が
開
校
の
目
的
で
、校
長
は
じ
め
優
秀

な
教
育
者
を
集
め
多
く
の
実
習
設
備・機
材

を
確
保
す
る
な
ど
多
額
の
投
資
を
行
い
経

営
し
ま
し
た
。

　
中
小
炭
鉱
団
体
の
分
離
独
立

　

昭
和
初
期
の
経
済
恐
慌
期
に
大
手
炭

鉱
と
中
小
炭
鉱
の
利
害
が
対
立
。昭
和

五
年（
１
９
３
０
年
）に
後
者
が「
筑
豊
石

炭
鉱
業
互
助
会
」を
結
成
し
、昭
和
八
年

（
１
９
３
3
年
）に
組
合
を
離
脱
し
ま
し

た
。そ
の
後
、前
者
は
昭
和
九
年（
１
９
３
４

年
）に
法
人
格
を
取
得
し
て「
筑
豊
石
炭
鉱

業
会
」と
改
称
し
ま
し
た
。

　
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
の
開
催

　
昭
和
十
年（
１
９
３
５
年
）十一月
に
筑
豊

鉱
山
学
校
を
会
場
と
し
て
創
立
五
十
周
年

記
念
式
典
が
多
数
の
来
賓
を
招
い
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。出
席
者
数
は
四
百
名

に
お
よ
び
、直
方
駅
に
は
二
十
台
の
自
動
車

が
用
意
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
炭
鉱
関
係
物
品

の
展
示
が
行
わ
れ
て
、九
州
大
学・明
治
専

門
学
校・爆
発
予
防
研
究
所・理
化
学
研
究

所・安
川
電
機
な
ど
が
出
品
し
て
い
ま
す
。

　

筑
豊
鉱
山
学
校
生
徒
に
よ
る
模
擬
採
炭

実
習
や
、各
炭
鉱
か
ら
選
抜
さ
れ
た
救
護
隊

員
に
よ
る
模
擬
救
護
演
習
が
坑
内
の
練
習

坑
道
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
天
幕
の
下
で
行
わ
れ
た
祝
宴
の
情
景

も
含
め
た
記
録
映
画
が
残
さ
れ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化

さ
れ
て
貴
重
な
動
画
を
筑
豊
高
校
に
設
置

さ
れ
た
特
別
資
料
室
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

　
戦
時
統
制
経
済
化
で
の
解
散

　

先
の
大
戦
開
戦
直
前
の
昭
和
十
六
年

（
１
９
４
１
年
）十一月
に
戦
時
統
制
の
た
め

「
石
炭
統
制
会
」が
発
足
し
、筑
豊
石
炭
鉱

業
会
は
解
散
し
て
五
六
年
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。

　
遠
賀
川
改
修
工
事
へ
の
貢
献

　
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
活
動
に
つ
い
て
は

次
回
で
紹
介
し
ま
す
が
、現
在
も
残
さ
れ
て

い
る
も
の
と
し
て
遠
賀
川
改
修
工
事
が
あ
り

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

  
直
方
の
炭
鉱
の
歴
史

  
第
３
回

　

筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
の
歴
史

第第110110回回

遠賀川改修記念碑


